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勒

ょ

.
6
.急
進
黨
と
稱

L/
V

:

次
第
に

#■
力—

を
增
；進

(

じ
：..來
久
共

^

黨
.
？
亦
溫
.和
黨 

一
に
俗
論
黨
及
ぴ

.
念
進
黨

1C
爾
分
し
、八
十
五
年
末
の
總
選
擧
は
保
守
黨
ニ
百
人
、溫
和
黨
ニ
西

挪國故

界
の
二
大
勢
力 

1
笠
九
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，广-f

i
t
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1
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:

:

人
急

®

黨
.
百
八
十

<.

の
結
果
と

f

て
政
界
三
分
し
、何
れ
の

_

1

.

議
院

I

對
多
數
を 

制
す
る
？
の
な
か
ゲ
き
。

■;
玆
t

於
：て
か
當
偫
の
內
黯
は
或
は
共
和
主
義
兩
派

0

霞

鍵

に
 

ょ
り
或
は
溫
和
？

保
守
？

 

Q

裳

y

策
S

ミ

組
？

ら

S

 
6
。
隨

V

內
閣

S

 

迭
頻
繁

u

し

y

 

5

S

方
針
s

 

S

搖
し

i

寥

I

。
第
一

|
|

M
 

0

樹
立
を
以
て
憲
政

の
進
步
を
期
し
得
可
し

i

思
ふ
の
.
輩
は
、こ
の
種

'0
狀
態
を
以
て
政
治
の
理
想
と
爲
せ
る
に
や
。
 

尤

名
佛
國
政
界
の
中
心
は
日
一
日
と
左
翼
に
傾
き
丸
十
年
代
に
入

6

<

社
會
黨
漸
く

11
會
內 

の

1

勢
力
把
ら
ん
と
す
る

0

_
を
呈
せ
る
や
、急
進
黨
の
領
袖
グ
レ
ア
シ
ソ
ー
等
は
千
八
百
九 

十

1
1

年
三
月
九

n
l

t t
會
主
義
急
進
黨
の
新
旗
幟
を
飜
へ
し
て
輿
論
趨
勢
を

®

へ
ん
i

せ
i

 

力

く
.

八
十
ヲ
年

.
ょ
:6
丸
十
五
年
に
至
る
ま

.
で
の
間
に
成

a

せ
る
內
幽
は
何
れ
?
溫
和
靡
を 

中
^
と
し
て
共
和
派
の
集
注
を
期
し
ポ
ア
ン
カ
レ
ー
の
入
閣
せ
る
デ

rt.

ピ
ユ
ィ
內
間
リ
、水

1 

內
f i
共
に
こ
の
政
策
を
執

6

し
^

九
十
五
年
十

j
月
三
日
を
以
て
成

*.
せ
る
ブ
ー
ル
せ
ォ
ア 

内
閣
は
！純
急
進
黨
內
閣
な

6

き
。
伹
し
こ
の
內
閻
は
翌
年

®

月
元
老
院
.と

#

突
し
.て
ト
れ
、メ 

卩
丨

X

純
s

/ l
Q 

I

を
以

V

彥

代

6
 
1

11

年
f

 

5

し
1

十
八
年

Q

總
選
擧 

の
結
果
ブ
リ
ッ
ソ
ン
の
純
急
進
；內
閻
瑰
は
れ
、

f

之
に

5

デ
ュ
ピ
ュ
イ
苒
！

5

集
注
政
策
に

ょ
6

共
和
主
翁
卷
の
驗
合
时
隐
：を
紕

« :

せ
し
名
、翌
年

4

ハ
月
其
餹

«.
と

共
に
欽
に
像
鼠

-
は
全
.く 

急
進
主
義
者
の
天
下
と
な
れ

6

。
而
し
て
當
塒
新
肉
閣
の
組
織
の
內
命
を
受
け

v
之
を
枢
み 

坛
る
ポ
ァ
ン
ヵ

レ
、！

の
態
度
は
、こ
の
形
勢
を
促
進
せ
し
め
允
る
傾
な
き
に
ぁ

.
ら.
3 '
'

る
な

6
° 

」

初
め
千
八
百
九
十
九
年
六
月
十
二
日
デ

.

ユ
ピ
ユ
ィ
內
閣
の
辭
表
を
捧
爭
す
る
や
、翌
日
大
統 

領
ル
ー
ベ
は
慣
例
に
從
ひ
上
下
兩
院
議
長
を
招
き
て
後
任
內
閣
に

_

し
<
協
議
を
遂
げ
し
於 

九
十
五
年
以
來
連
年
下
院
副
議
長
に
選
ば
れ
把
る
.、ボ
ァ
ン
ヵ
レ
ー
名
亦
そ

Q

席

U

列4

 
6
0 

’

 

Tr
f

し
て
ポ

ァ
ン
ヵ
レ

ー

U

進
步
黨
と
し

<

知
ら
れ
^
る
メ
リ
ー
ヌ
派
の
領
袖

^

る
よ
み
、十
四 

「 m

を
以

V

內
閻
組
織

Q

大
命
を
受
け
杧

6

0

然
る
に

サ
ァ
リ
ヤ

\

等
の
：急

0

0

員
は
パ

ル
ツ 

丨
の
入
閣
を
好
ま
玄
、

&

 

く 

V

交
渉
破
れ

y

ポ
r

x

ヵ
レ
ー
十
六
日
を
以

y

内
圓
組
織
を
雷
し
、
 

於
く 

y

ヮ
ル
デ
ッ

f

ル
：ゾ
ー
肉
閣

?>
成
立
と
な
れ
る
な

6

0
而
名
ポ
ア
ジ
カ
レ
丨
等
於
進
步
黨 

の
夢
裡
に
政
權
を
收
め
ん
と
し
て
入
閣
を
拒
み
し

'
よ
6

、ヮ
ル
デ
ッ
グ

*
ル：ソ
ー
:は
已
む
を
得

 ̂

.

社
會
黨
員
ミ
ル

】

f
v

を
開
員
に
加
へ
急
進
黨
と

r

部
社
會
主
義
者

i

の
提
携
成

6
<

內
関
の 

政
策
.
は
，益
左
翼
に
傾
け

-
^
。-

/;
>
:

く
<

ポ
ァ
、Y

ヵ
レ
：
'
1

は
两
閤
.
反
對
：
0

歸
度
を
.
取
久
ヮ
'ル
デ
ッ 

ク•
ル
.ソ
ー
财
九
百
一
年
の
結
社
法
を
以
て
僭
派
征
伐
を
行
ふ
私
敢

V
-

之
に
反

#

せ
6

。
九
百 

脚
國
政
界
の
二
大
勢
力

 

一
六】
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1

1

1
.
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i

 

‘

:M

，序
0:
總.
選

擧.
篤

:̂
-±-
翁

準

備

；為

し

：

5

_

:«
集

擊

|

_

嬢

磨

：馨

：丰
義

：_

:

黨
は
千
九
百

j

年
六
，月
巴
里
に
於
て
第

.
-
0

S

S

S

 

f
 
H
 0.

® 

局
を
座
右
し
來
れ
る

&

ポ
ア

x

カ
レ
-

は
九
百
ニ
年
三
月
九
日
ル

I

ア
ジ
に
於
て
メ

-

i

 

勉
に
y

、水
丨
の
率
ね
る
進
步
黨
一
に
共
和
同
盟
の
政
綱
を
發
表
し
^

當
塒
ポ
ア
イ
々
レ 

丨
は
政
府
.反

f

の
理
由
を
詳
論
し
、吾

.
，人
'
は.
敢
て
.
：共
'
和
政
治
と
：自
由
在
を
分
.離
也
ん

i

す
る
不
；
 

正
な
る
政
策
に
牴

.
杭
.
せ
ん

i

欲

す
£

宣
' 
言
し
急
進
，丰

義

者

鳥

#

し
< 
I

 
0
自
由
を
堅
く 

信
桊
す
る
冬
の

f

.と
言
明
し
、陸
軍
大

®

ア.

X

ド
レ
.丨
將
軍
の

i

i

案
'
£

て
論

f

 

力
へ
民
衆
に

#

^

ィ
兵
役
期
限
を
短
縮
せ
ん
と
す
る
は
不
可
な

6

と
て
政
府
を
非
難
か
，

6
0 

藍
し
ご
年
兵
役
の

g
g

は
九
百
ニ
年
二
月
十
五
日
原
則
と
し
て
下
院
に
於
て
可
決
せ
ら
れ
、右

C, 

關
す
る
法
案
は
九
百
五
年
三
月
を
以
て
成
立

f

る
な

6

0

ポ
ア
ン
カ
レ

I

は
そ
の
法
案
提

B 

前
に
反
對
を
明
言
せ
し
於
、今
や
大
統
飯
就
任
後
間
名
な
く
三
年
兵
役
復
舊
案
を
裁
可
す
る
え 

と
、
な
れ

6

。
扨
九
百
ニ
年
の
總
選
擧
後
口
ム
ズ
內
閣
の
成
立
す
る
や
、政
府
の
政
策
は
益
 々

左

：翼

に

傾

，き
，急

進

主

義

者

と

社

會

黨

員

と

は

相

提

携

し

：
ズ

敎

會

征

俅

を

事

i

し

ク

レ
T 

'Y

ソ 

丨

の

所

謂

大

亂

團

結

全
f

脒

代

と

な

れ

んJ

 
.ン.
力.
レ
I

は

九

百

ニ

年

の

總

選

擧

に

於

て'
^>

勿
論
當
選
せ
し
炎
政
府
の
勢
力
隆
々
杧
る
に
加
；へ

<

、選
.
擧
區
の
內
情

51
不
快

0:._
;
と.
あ
' 

6

て
ょ
6

、漸
く
ブ
ル
ボ
ン
院
の
政
#

に
倦
み
九
百
三
年
二
月
二
十
ニ

日
鄉
里
ム

I

ス
縣
ょ

6 

選
ば
れ

V

元
老
院
籤
員
と
な
作

6

。
爾
來
數
年
ポ
ア

'\

ヵ
レ
ー
》
政
爭
の
表
面
に
一
立
，？

、共 

和
同
盟
卽
ち
進
步
黨
を

M

-L
て
席
を
擊
舍

.
の
中
央
に
占
め
し
名
敢
て
政

.
府
の
施
政
に
對
し

< 

痛
論
せ

^

、左
黨
と
の

"
感
情
漸
く
融
•和
す
る
に
至
れ
ろ
。
故
に
屢
々
入
閣
の
勸
誘
を

.
受
け
內
_
 

議
長
の
.
椅
子
を
.
以
て
迎
•へ
ら
れ
し
こ

1
C
あ
る
名
、常
に
斷
乎
と
し

V

之
を
相
絕
し
唯

j

囘
千
九 

百
六
年
三
月
サ
ア
リ
ア
ン
內
閣
に
入

6

て，藏
相
の
職
に
就
き

^

る
乙
と
あ
る
の
み
。

.
•
ホ...アー\

 

ヵ
レ
ー
は
卽
ち

-
議
政
懷
を
去
て
法
廷
の
人
と
な

6

、か
く

<

ミ
' 
ル
ラ
ン
と
共
に
^
里
辭
護
士
中 

の
翹
楚

i

目
3

る
、
に
至
れ

.
-
^
。.
：道
.
赂.
傅
へ

V

そ
の
：.
收
入
.
は
‘年
額
拾
五
萬
法
乃
至
拾
八
萬
法 

な
み
と
云
：へ
ど
眞
僞
は
固
よ

6

知
る
.
可
か
ら
少
。

'
著
作
家
次
學
者
等

‘ 
&
圃
體

Q

爲
め

1C
は
無 

報
酬
に

V

•
辯
餓
の
勞
を

.
執
れ
.
る
こ
と
名
尠
沪
ら
岁

#

<

著
作
家
作
曲
，家
協
會
の
爲
め
に
數
西 

萬
法
の
要
求
を
提
起
し
て
獻
訴
せ
る
脖
、報
酬
を
受
け

^

6

し
よ

6

協
會
ょ
石
.純
金
の
食
器
を 

贈

6

1t
る

乙
と

あ
6

。：.

大
統
領
就

任
後
名

辯
議
士
會

を
®

退
せ
承
同

#

の
：
，
評

議

.
員

は

エ

リ

ゼ
； 

丨
殿
を
.
訪
ふ

v

他
年
一
日

!1
退
の
際
は
辯
餓
士
會
長
杧
ら
ん
&
を
名
へ

6

。

ポ
ア
ン
ヵ
レ
ー 

.
德
1

2

1

.大

赛 

， 

1

六
ざ
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ブEL

は
叉
丸
百

I

I

怫
I

士

霉

の
四
十
名
士
の
ぅ
ち

y

數
へ
ら
れ
し
は

チ

H

 

I

ル
ぁ
6

し
の
み
。

プ
^
'

代
れ
る
ハ
！
ゾ
ィ
ニ
內
間
は
九
百

®

年
十
二
月
を
以

V

國
康
敎

•

分
離
.
法

•

?

グ
5

し
|

>

着

主

！

 

S

S

徹
s

f

 
f

し
S

之
|

施
す
る
い 

1

て
寬
大

2

|

執
？

秦

欲

|

と

於

爲

、九

冥

年

量

？

 

x

カ
レ
，
ぅ
溝

ネ
と
し

v

入
間

J

サ

内

題

の

成

立

を

見

る

£

れ
る
也
。
但
し
ポ
ア

，

 ̂

 ̂

J

は
同
年
十
月
內
間

_

長

と

共

に

挂

冠

し

ナ

勺

之

？

I
 

:

1
^
1
^
.
 

.

ア

ン

两

間

成

立

の

當

滕

相

と

し

i

呆

V

 

ノ。

5
S

U

ミ

i

に
輿
論
の
注
目

I

め
て
三
年
に

f

 g

間
s

f

 

?

代
I

s

場
に
.於
て
デ
ル
ミ
セ
念
一
騎
打
に
破
れ
て
会
九
年
ぎ 

’ 

I

脚
す

I

f

分
離
法

I

 

?

?

し
r
-
政
客
中

5

?

爲

し

、
，
，

編

 

'

r
 

:
>
' 

.
,

,

::

ギ

；

0 
0

0

t

^

^

¥

^

.

0

0

^

0

L

M

^

.

寬
恕
の
政
策
を
執
る
の
必
要
を
說
き
共
和
主
義
各
派
，の
二

 
；致
_

結
を
主
張
し
、小
選
擧
區
制
度 

於
地
方
政
客
の
跋
扈
を
來
す
こ
と
を
指
摘
し

V
、

大
選
擧
區
連
記
制
度
を
以
て
之
に
代
ぅ
可
し 

i

唱

ベ
、所
得
税
、養
老
年
金
、勞
働
組
合
權
限
擴
張
等
を
直
ち
に
實
行
す
可
き
を
約
し
、終

6

に
臨 

ん
で
陸
軍
を
擴
張
し
て
有
爲

0

日
に
備
へ
次
る
可
か
ら
少
と
論
結
し
把

6

0

翌
十
年
勞
働
者 

養
老
年
金
法
成
立
後
、四
月
：ニ
十
四
日
竝
に
五
月
八
日
を
以
て
代
議
院
議
員
の
龜
選
擧
ぁ
ら
、こ 

の
際
比
例
代
表

i t
#

把
る
社
會
黨

i

右
黨
.
と
相
提
携
せ
し
爲
そ
の
結
果
、急
進
黨

*@
一
一
十
，
四

人

、 

社
會
主
義
急
進
黨
百
三
十

.一
一
人
、左
翼
共
和
黨
七
十
四
人
、獨
立
社
會
黨

'
ニ
十
四
人
、政
府
.黨
合
訐 

三
百
五
十
四
人
に
對
し
合
同
社
會
黨
七
十
四
人
、右
翼
共
和
黨
六
十

八

人
、自
由
行
動
黨
四

.
十
' 
ブ
 

人
、王
黨
四
十
九
人
、國
民
，黨

.
丸
人
.
と
な

6

政
府
黨
は
約
三
十
の
議
席
を

.

失
：.
へ
6

。
ズ
リ
ァ
ン
は 

新
議
會
に
於

V

選
擧
法
を
改
；止
し
て
八
十
八
年
以
來
實
施
し
來
れ
る
小
選
擧
區
を
廢
し
'連
記 

制
を
採
用
す
る
と
共
に
少
數
者
代
表
の
制
度
を

$

加
.味
せ
ん
と
せ
し
に
會
々
同
年
.十
月
サ
ン 

デ
ヵ
リ
ズ
ム
の
虫
譫
に
基
け
る
北
部
鐡
道
從
業
者
の
大
ス
ト
ヲ
ィ
グ
ぁ

6.

ズ
リ
ァ

X

は
乃
ち

當
該
鐵
遣
從
業

.

者
三
'萬
人
に
動
鼻
に
令
を
下
し
て
之
に
鐵
道
の
運
輸
を
命
匕
て
以
て
同
盟
罷 

H

を
し
て
失
敗
に
歸
せ
し
め

^

6

。

之
が
爲
に
グ
リ
ユ
ッ
ピ
を
首
領
と
せ
る
代

|
|

院
の
口
ム 

■

佛
國
政
界
の

1
1
太勢カぃ
 

ー六进
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條
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西
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參
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右
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兼
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；
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選
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數
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ツ
ー
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兼
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を
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組
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。
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、藏
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院

急
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總
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ユ

モ
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せ
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留
任
し
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相
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リ
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進
步
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員
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屬
せ
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以
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於
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は
：ブ
リ
ア 

ン
內
閣
の
後
繼
者
と
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す
可
き
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ぁ
6
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に
ニ
：.十

五

日
に
發
表
せ
ら
れ
把
る
，

政
綱
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選
擧 

法
改
正
に
於
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少
數
代
.表

と
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數
主
義

と
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齡

和
せ

ん

と
し
て

當
選
率
制
度
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放
棄

し
、所
得 

鲇
法
の
制
宠

を

約
し

ゴ
ー
年
兵
役
の
實
施
を
期
し
、信

任
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票

に
於
て
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六
十
一
一
に
對
す
る
ニ
百 
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十
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數
を
得
杧

6
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ニ

百
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.
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尠
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八
日
社
會
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黨
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晚
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開
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力
ィ
ョ

I
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三
年
兵
，

役
，制

度
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排
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し
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三
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兵
役
法
案
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事
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6
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後
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.
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原
則

I

I

■日
ニ
 

I

I

.■
■

多

數
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役
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.
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豪
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着
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日
三

U

I 1
U

五
十
四
の
多

f

以
て

三
年
兵
役

f

成
立
せ
し

I

日
,

の
公

f

大

s

i

r努
w

h

u

r

w

u

l

黨

I

f
主

I
進

黨

の

聯

合

置

丰
4

殳

ノ

十

ノ

日

ま

で

倜

年

の

連

合

.
大
會
を
。ハ
ウ
に
開
き
、三 

年
兵
役

®

度
反

®

を
宣
言
し
、ペ

_

ル 

.
,
g 
. 

I 

:
.
,

.
 

l

i
r

 

r
內
®

に
入
閣
甘
る
黨

.
員

を

除

名

し

、黨

の

'名

稱

を

合

同
 

急

進

社

會

主

義

急

進

黨

と

定

.
め

カ
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を
擧
け
て
實
行
委
員
長
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爲
せ

6
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ノノ.
レ

マ

同
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<

刀
圭
界
ょ
ぶ
で
而
し

i

院
議
f

し
て
初
め
て
晚
界
：
げ 

て

出
で
し
が
敎
會
钲
伐
に
全
カ
を
傾
倒
せ
る
ょ

6

『

^
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へ、< |
1 "』

」

し
.
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,

界 
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む
を 
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ノ
ぐ：

ナ三十日.
の

出
生
に
し
て

#

て
大
藏
省
の

官吏ゼろしことぁ久政治

.
擧_统

49

授
セ
し
乙
と
あ
ろ
、九十
八
年
代
議
士

 

i

な
^v

て
よ

6

問
^p

な
く
、ワ
ル
デ
ッ
ソ
。ル
ソ

1

內
®
 

に
^

と
な

6

更
に
グ
レ
マ
ン
ソ
ー
內
閻
モ

1
1

»

閤
に
名
_

相
と
.
な
6

、前
述
の
如
く
丸
百
十 

1

.
年
に
味
內
間
議
長
と
な

6

、殊

U
,

財
政
に
精
通
せ

6

。

三.
年
兵
役
法
案
成
立
の
翌
日
を
以
て
休
會
し
把
る
佛
國
の
議

&

は
十
ー
月
四
日
を
以
て
：秋 

季
.
の
會
期
'を
は
匕
め
、選
擧
法
改
疋
委
員
會
報
告
者
社
：會
黨
員
グ

ルゥシ

X

の爾
_

を
W

れ
て 

選.
擧
法
改

H
.

案
の
對
_

を.
行
ふ
こ

i

、
な
れ
ぅ
。
抑
名
選
擧
法
改
运
案
は
ズ
リ
ァ
，ン
內
関
類

.
'
 

稷
の
，原
因
を
，爲
せ
る
於
故
、

パ

ル
ツ
丨
は
內
相
.グ

ロ

丨

ッ
1
C
共
に
三
月
.ニ
十
八

日

元
老
院
の
特 

別
委
員
會
に
臨
み

<

そ
の
意
見
を
發
表
せ
し
名
、こ
の
問
題
を
以

y

上
下
雨
院
の
衡
突
を
再
び

. 

ず
る
を
欲
せ
次

6

き
。
然
る
に
元
老
院
は
六
月
十
日
の
本
會
議
に
於
て
連
記
投
禀
の
主
義
に 

俊
れ
る
委
員
會
の
，修
正
案
は
少
數
代
表
の
主
義
よ

6

見
れ
ば
不
滿
尨
な

i

以
'
<
討

究

のS 

礎
と
な
す
を
得
可
し
と
言
明
せ
る
を
聽

'き
、擧
手
を
以
て
之
於
替
否
を
問

61
直
ち
に
之
を
可
決 

し
ギ

6

0

玆
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於
て
同
十
三
日
卞
院
は
直
ち

.
に
こ
の
週
附
案
を
委
員
に
附
託
し

^

6

し
於
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に
十
一
月

■ブ
日
よ
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本
會
議
に

'
^
て
±

を
蔚
議
す
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る
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v
»
^ ..
れ
A
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o
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連
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投
禀
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せ
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.
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す
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の
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力

V

 

.  

ニ
七
五
 

.



1
政
界
の 
*» ■ »
大
勢
力

w

l l
l f

u

次

で

十

一

日

に

は
|

人_

|

|

一I

p

f

定 

i

h

女
P

百
但
G

 

! =
W

三
十
九
の
多
數
を
得
、力
ィ

„

 
,

比
|

表
主 
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を
“

す
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A

ム
ブ
は
書
を

>
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タ
ン
紙
上
に
寄
せ
，
て
日
く
假

6

に.
千
為
百
六
年
の
患

.
選
擧
の

# ,-.

代
1

i

し，

i

室進主義

"
溫

u

s

.重は
二

I

十九人、
社會

I

五十六

A
の代

_
言
得

f

 l
i

i

 

く 4

 

H

礎

I

する共

n

 

S
組織

e
見る能

a

f
可し

i
と
飽

く

ま

f

チ

ユ

^

ン
は
十

ニ

月四
日を
以
て
千
九
百
十
四

年
の
豫

.

？

發

表

せ

し

I

出
ニ
卜

1

僚
四
千
九
百
三
十
ニ
蓠
圓
に

# :
し
、歲
入
十
八
億
三
千
百
七
十
ニ
萬

« -
に
過
ぎ
卞
、豫
算

0 -
不 

足
三
億
ー
千
七
百
六
十
萬
暉
に
上
れ
ぅ
。
但
し
こ
の
不
足
額
中
一
億
六
千
一
百
六
十
萬
圓
は 

十

一

年
度
よ
ふ
十
三
年
度
に
瓦
れ
る
三
年
間
に
モ
ロ
ッ
コ
に
於
て
消
費
し
杧
る
分

*

れ
ば
、
t 

の
分
一
僚
六
千
萬
圓
は
將
別
公
債
に
依
る
こ

i

、
し
、更
に
千
九
百
十
二
年
度
の
剩
餘
金
四
千 

八
百
萬
圆
を
流
用
し
、一
億

I

一
 

千
萬
圓
は
新
税
叉
は
增

«

に
よ
6

て
之
を
補
塡
せ
ん
と
せ

6

。
 

卽
ち
直
桃
の

■
ぅ
ち
、宅
地
、營
業
右
炭
、活
働
寫
眞
等
の
諸
税
よ

6.

1

千
五
百
六
十
ニ
萬
ニ
千

i

、印 

.

紙
税
の
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率
に
よ

6

五
千
.
こ
百
十
_

「

萬
三
千
五
百
六
十
萬
圓
、間

S

に
て
は
炭
酸
水
"ア
ブ
サ
ン 

ト
、サ
ィ
ダ
ー
、電
燈
竑
斯
、ア
セ
チ
リ
ン

.
瓦
斯
等
よ

6

四
千
六
百
九
十
ニ
萬
九
千
六
百
八
十
圓
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ん
'
と
せ
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蓋
し
所
得
稅
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定
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率
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序
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へ
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萬
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n
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萬
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計
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萬
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據
と
せ
る
合
同
急
進
黨
の
委
員
會
舻

.
温
.
和
派
の
人
を
.首
相
に
戴
く
の
意
：な
き
を
聽
取
し
、右
の 

趣
を
大
統
領
に
囘
答
せ
し
を
以
て
、遂
に
八
日

U

至
6

て

ダ
J 

メ
ル
ダ
の
純
急
進
內
閣
の
成
立

. 

を
見
る
を
得
杧

6

。

V
I
メ
ル

グ
は
外
相
の
重
任
を
兼
ね
、力

イ

ヨ
ー
進
.
ん
で
藏
相
と
な

6

、同 

b
 
く

前

首

相

杧

る
モV
I

は
海
相
と
な

6-
、獨
立
社
會
黨
の
グ
イ
グ
イ
ァ
ン
は
文
相
と
な
れ

6

。

其
他
♦ハ
ル
ッ
ー
內
閣
寒
®
の
當
脖
大
に
活
動
せ
し
豫
箅
委
員
會
報
告
主
任
ヌ
ー
ヲ
ン
は
陸
相 

1
C

な

-
^
千

九

百

十

、
一

年

に

ブ

リ

ァ

，
、

\

內
閤
を
倒
し

^

る
際
奮
鬪
し
杧

6
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を
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